
「田んぼダム」の効果

営農への影響は？

田んぼに降った雨水を時間をかけて
ゆっくりと排水することで、流出量の
ピーク（最大流出量）を抑制し、周辺の農
地や住宅の浸水被害を軽減できます。

全国で行われている実証事業より、収量・品質に明らかな影響は確認されない結果が
得られています。
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和歌山県PRキャラクター

「きいちゃん」

[田んぼダムの推進に関するお問合せはこちら]
和歌山県 県土整備部 河川下水道局 河川課 Tel.073-441-3134 
和歌山県 農林水産部 農林水産政策局 農業農村整備課 Tel.073-441-2940

～田んぼの水をゆっくり流すことで、地域の浸水被害軽減に繋がります～

地域で取り組む
「田んぼダム」

和歌山県
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雨水を貯留した状態

「田んぼダム」未実施

通常の状態
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（排水量少ない）
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出典：「田んぼダム」の手引き 令和4年4月 農林水産省 農村振興局 整備部

出典：「田んぼダム」の手引き 令和4年4月 農林水産省 農村振興局 整備部



なぜ、田んぼダムが必要なのか？「田んぼダム」とは？

本県では、気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化等を踏まえ、従来の河川整備
に加えて、流域に関わるあらゆる関係者（国・県・市町村・ 企業・住民等）が協働して、水
災害対策を総合的かつ多層的に取り組む「流域治水」を進めています。
流域治水の取組の一つとして「水田貯留（田んぼダム）」があります。

田んぼの落水口に流出量を抑制するための堰板や小さな穴の開いた調整板などの器具
を取付けることで、田んぼに降った雨水を時間をかけてゆっくりと排水し、水路や河川の
水位上昇を抑えることができます。

近年、全国的に気候変動の影響により大雨による水災害が激甚化、頻発化しており、
和歌山県においても同様の傾向が見られます。

一方で、県内各地で土地利用の変遷により、保水力のある田んぼ等の農地が減少し、
宅地が増加傾向にあります。宅地化が進むと保水力の低下に繋がり、大雨時には、
雨水が一気に流出することで、浸水被害のリスクが高まっていると言えます。
営農に支障のない範囲で田んぼに降った雨を一時的に貯留し、ゆっくりと排水する
田んぼダムの取組が地域の浸水被害軽減に効果的です。

「田んぼダム」を未実施「田んぼダム」を実施
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県内のある地方の土地利用の変遷状況（昭和51年から令和3年）
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水色（田んぼ）が減少し
ピンク色（市街地）

が増加！

集中豪雨年間発生件数（1時間降水量50mm以上）
和歌山県地方気象台のデータを基に和歌山県が作成
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2011～2024
平均9.5回

集中豪雨の発生回数が
約1.5倍に増加！

1981～2010
平均6.5回

森林整備・治山対策

治水ダムの
建設・再生

霞堤の保全

輪中堤の整備

バックウォーター対策

水田貯留

雨水貯留施設
の整備

砂防関係施設
の整備

出典：流域治水の推進 - 国土交通省水管理・国土保全局

ため池等
の活用

リスクが低い
地域への移転

排水機場の整備

遊水地整備

堤防整備・強化

河道掘削

雨水貯留・排水
施設の整備

海岸保全施設の整備

学校施設の
浸水対策

リスクの高い地域

利水ダム
の活用
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集水域
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